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研 究 内 容 

 海岸漂着物には様々なプラスチックがあり、日本だけでなく海を隔てた隣国からのものも多く含まれる。
これらは主に家庭で出るごみが中心であり、漂着物自体はそれほど危険性の高いものではないことが 
化学分析によって明らかとなった。 
 これまでの鳥取砂丘での定期的な調査から、海岸には日本語表記のごみも多数漂着していることが 
分かり、隣国よりもまずは日本国内から海に流出するごみを減らす私たちの意識や努力が必要である。 

日本以外のものと思われる漂着物 

千代川右岸から見た鳥取砂丘 調査地点の漂着物 

ペットボトルなどの人工物が目につく 


